
● 

そ
も
そ
も
山
村
留
学
っ
て
な
に
？

　
北
海
道
か
ら
沖
縄
県
ま
で
全
国
23
都
道

府
県
67
市
町
で
実
践
さ
れ
て
い
る「
山
村

留
学
」。
昭
和
51
年
の
長
野
県
八
坂
村（
現

在
の
大
町
市
八
坂
）
を
舞
台
に
教
育
活
動

と
し
て
始
ま
っ
た
こ
の
制
度
は
、
現
在
各

地
で
そ
の
地
域
性
や
教
育
現
場
の
環
境
、

留
学
生
の
受
け
入
れ
方
に
合
わ
せ
て
、
独

自
の
方
法
で
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
的
に
は
、
留
学
を
希
望
す
る
小
中

学
生
が
、自
然
豊
か
な
農
村
、漁
村
に
1
年

単
位
で
移
り
住
み
、
地
域
の
学
校
に
通
学

し
な
が
ら
、
様
々
な
経
験
を
積
ん
で
い
く

こ
と
を
山
村
留
学
と
い
い
ま
す
。
四
季
を

通
し
た
自
然
体
験
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
野

外
活
動
、
本
町
の
よ
う
な
小
規
模
校
で
の

学
習
の
ほ
か
、地
域
交
流
な
ど
を
通
し
て
、

自
立
心
や
感
性
を
養
っ
て
い
く
こ
と
が
目

的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
里
山
親
子
留
学
は
そ
の
制
度
の
ひ
と
つ

で
、
子
ど
も
だ
け
で
移
住
す
る
の
で
は
な

く
、
保
護
者
も
一
緒
に
地
域
に
移
住
し
ま

す
。
本
町
の
よ
う
な
少
子
高
齢
化
が
急
速

に
進
む
自
治
体
に
と
っ
て
は
、「
親
子
」を

移
住
者
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
人

口
増
加
や
雇
用
、
消
費
の
拡
大
な
ど
利
点

が
多
く
、
様
々
な
面
で
そ
の
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。

山
「里山親子留学」は、今後町が進めていく予定の移住施策の一環で、全国の自治体で導入
されている山村留学制度のひとつです。本号では、聞きなれないこの制度を紹介しな
がら、先月、中川根第一小学校で試験的に行われた「留学体験会」の様子を、関係者の声
とともに紹介します。

代表 天野多美子さん

interview 山村留学は自治体と参加者の双方のメリットに

　私も、息子2人に豊かな自然の中で
教育を受けてほしいと思い、長崎県
の里親留学制度を利用しています。
始めは息子たちも消極的でしたが、
留学生活が始まると、里親や他の生
徒との共同生活を通して、自立心が
芽生えてきたように感じます。このよ
うな成長は我が子に限ったことでは
なく、山村留学を経験する全ての子ど
もたちに起こりうるといえます。

● 

導
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
は

　
自
治
体
に
と
っ
て
利
点
が
多
い
と
は

い
え
、
静
岡
県
で
は
未
だ
実
践
事
例
が

な
い
山
村
留
学
を
、
本
町
で
取
り
入
れ

る
必
要
性
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
山
村
留
学
は
、
希
望
者
を
受
け
入
れ

る
地
域
の
人
口
減
少
の
解
消
や
、
地
域

産
業
の
活
性
化
の
ほ
か
、
児
童
数
の
確

保
、
学
校
の
存
続
な
ど
が
期
待
で
き
ま

す
。
加
え
て
学
校
現
場
で
は
、
児
童
生

徒
の
新
し
い
交
流
が
生
ま
れ
、に
ぎ
わ
い

や
刺
激
に
つ
な
が
り
、子
ど
も
の
成
長
が

促
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
希
望
者
親
子
の
居
住
環
境
を

整
備
す
る
過
程
で
、積
極
的
に
空
き
家

の
案
内
を
行
う
こ
と
で
、
本
町
が
抱
え

る
深
刻
な「
空
き
家
問
題
」の
解
消
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
町
で
は
企
画
課
が
主
導

し
、町
教
育
委
員
会
と
協
議
を
重
ね
な
が

ら
、令
和
4
年
度
の
移
住
施
策
の
ひ
と
つ

と
し
て
、「
親
子
留
学
制
度
」
の
構
築
を

目
指
し
て
い
る
の
で
す
。

● 

川
根
本
町
に
合
わ
せ
た
制
度
を

　
町
で
は
、
財
政
状
況
や
教
育
環
境
に

合
わ
せ
た
留
学
制
度
を
実
現
す
る
た

め
、
県
内
の
自
治
体
な
ど
に
留
学
制
度

設
立
を
促
し
て
い
る
里
山
留
学
ｉ
ｎ
静

岡
の
天
野
多
美
子
さ
ん
に
助
言
を
求
め

て
い
ま
す
。
天
野
さ
ん
は「
川
根
本
町

に
は
、
子
ど
も
が
生
き
生
き
と
成
長
で

き
る
環
境
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。
地
域
の

協
力
も
盛
ん
な
の
で
、
留
学
制
度
が
実

現
す
れ
ば
、
町
と
留
学
希
望
者
双
方
の

利
点
に
な
る
は
ず
」と
期
待
を
寄
せ
て
、

力
強
く
話
し
ま
す
。

　
た
だ
、
す
ぐ
に
留
学
希
望
者
を
受
け

入
れ
、
そ
の
人
た
ち
の
生
活
環
境
を
整

え
る
こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。「
親
子
留
学
制
度
」の
確
立
を
念

頭
に
置
き
な
が
ら
、
実
際
に
希
望
者
の

意
見
を
聞
き
、町
の
実
情
に
合
わ
せ
た
、

最
適
な
留
学
制
度
を
創
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

川根本町×山村留学
       ＝親子で留学
町は、親子留学（親子で移住）制度を構築する
ため、財政状況などを考慮しながら、留学希望
者に最適な制度の設立を目指しています。

里山留学in静岡

　静岡県は首都圏からのアクセスも
便利で、山や川、海など様々な自然を
体験できる好条件がそろっています。
留学制度を確立できれば、受け入れ
る自治体としては、人口減少の解消
や地域の活性化につながります。川
根本町には、より留学希望者に寄り
添った制度を、地域一体となって創
り上げ、先進地として選ばれる町に
なってほしいと思います。

里 留学

中川根第一小学校の体育の時間、留学体験会参加者の
児童（中央）は同校児童とすぐに打ち解け、互いに笑顔を
交わしていました。

親子

● 課題や問題点

● 導入する利点

▶ 親子で移住するため、子どもを管理する
　運営側の負担が軽減
▶ 人口増加による消費や雇用の拡大
▶ 空き家問題の解消
▶ 地域や自治会の活性化　など

▽留学希望者

▶

▶

▶ 保護者の就業支援、居住環境整備
▶ 地域コミュニティにおける移住者との
　関係性づくり　など

▽自治体

支援・補助

相談

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 23

親子留学の利点と課題


